
(57)【要約】

【目的】　液晶ディスプレイの電源が突然停止した時、

液晶ディスプレイにおける残留電荷を高速で放電させ、

液晶ディスプレイの放電時間を短縮するとともに、黒い

線の発生を取除くことができる放電回路とその方法を提

供すること。

【解決手段】

　　　　　この発明が提供する放電回路とその方法は、

液晶ディスプレイにおいて、第１キャパシタに接続され

た第１放電回路と、第２キャパシタに接続された第２放

電回路と、前記第１キャパシタおよび前記第２キャパシ

タに接続された切換回路とを含み、前記放電回路を起動

あるいは停止させる放電信号を提供する。

【選択図】　図３ａ
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 　 　 　 　 第 １ キ ャ パ シ タ に 接 続 さ れ た 第 １ 放 電 回 路 と 、
　 　 　 　 　 第 ２ キ ャ パ シ タ に 接 続 さ れ た 第 ２ 放 電 回 路 と 、
　 　 　 　 　 前 記 第 １ キ ャ パ シ タ お よ び 前 記 第 ２ キ ャ パ シ タ に 接 続 さ れ た 切 換 回 路 と 、
　 　 　 　 　 前 記 放 電 回 路 を 起 動 あ る い は 停 止 さ せ る 放 電 信 号 と を 含 み 、
　 　 　 　 　 前 記 放 電 信 号 が 前 記 放 電 回 路 を 起 動 さ せ る 時 、 前 記 第 １ 放 電 回 路 を 介 し て 前 記
第 １ キ ャ パ シ タ が 放 電 す る よ う に 前 記 切 換 回 路 を オ ー プ ン し て 前 記 第 １ 放 電 回 路 を 起 動 さ
せ る と と も に 、 前 記 第 ２ 放 電 回 路 を 介 し て 前 記 第 ２ 放 電 キ ャ パ シ タ が 放 電 す る よ う に 前 記
第 ２ 放 電 回 路 を 起 動 さ せ 、
　 　 　 　 　 前 記 放 電 回 路 を 停 止 さ せ る 時 、 前 記 切 換 回 路 を ク ロ ー ズ し て 、 前 記 第 １ キ ャ パ
シ タ お よ び 前 記 第 ２ キ ャ パ シ タ が 共 に シ ョ ー ト す る よ う に 、 前 記 第 １ 放 電 回 路 お よ び 前 記
第 ２ 放 電 回 路 を 停 止 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 放 電 回 路 。
【 請 求 項 ２ 】
　 　 　 　 　 前 記 電 源 が 変 化 す る 時 、 前 記 放 電 信 号 を 生 成 す る 電 源 検 出 装 置 を 更 に 含 む こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 放 電 回 路 。
【 請 求 項 ３ 】
　 　 　 　 　 能 動 ス イ ッ チ 素 子 お よ び 受 動 ス イ ッ チ 素 子 の う ち の 一 つ を 含 む こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 記 載 の 放 電 回 路 。
【 請 求 項 ４ 】
　 　 　 　 　 前 記 切 換 回 路 は 、 金 属 酸 化 半 導 体 （ Ｍ Ｏ Ｓ ） お よ び 二 極 式 接 合 ト ラ ン ジ ス タ ー
（ Ｂ Ｊ Ｔ ） の う ち の 一 つ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 放 電 回 路 。
【 請 求 項 ５ 】
　 　 　 　 　 前 記 第 １ 放 電 回 路 は 、 第 1切 換 回 路 お よ び 第 1抵 抗 を 含 み 、 前 記 第 ２ 放 電 回 路 は
、 第 ２ 切 換 回 路 お よ び 第 ２ 抵 抗 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 放 電 回 路 。
【 請 求 項 ６ 】
　 　 　 　 　 前 記 第 １ 抵 抗 あ る い は 前 記 第 ２ 抵 抗 は 、 回 路 中 の 寄 生 の 抵 抗 あ る い は 実 際 に 形
成 さ れ た 抵 抗 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 放 電 回 路 。
【 請 求 項 ７ 】
　 　 　 　 　 前 記 第 １ 切 換 回 路 は 、 能 動 ス イ ッ チ 素 子 あ る い は 受 動 ス イ ッ チ 素 子 の う ち の 一
つ を 含 み 、 前 記 第 ２ 切 換 回 路 は 、 能 動 ス イ ッ チ 素 子 あ る い は 受 動 ス イ ッ チ 素 子 の う ち の 一
つ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 放 電 回 路 。
【 請 求 項 ８ 】
　 　 　 　 　 前 記 第 １ 切 換 回 路 は 、 金 属 酸 化 半 導 体 （ Ｍ Ｏ Ｓ ） お よ び 二 極 式 接 合 ト ラ ン ジ ス
タ ー （ Ｂ Ｊ Ｔ ） の う ち の 一 つ を 含 み 、 前 記 第 ２ 切 換 回 路 は 、 金 属 酸 化 半 導 体 （ Ｍ Ｏ Ｓ ） お
よ び 二 極 式 接 合 ト ラ ン ジ ス タ ー （ Ｂ Ｊ Ｔ ） の う ち の 一 つ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７
記 載 の 放 電 回 路 。
【 請 求 項 ９ 】
　 　 　 　 　 第 １ キ ャ パ シ タ お よ び 第 ２ キ ャ パ シ タ に 提 供 す る 放 電 信 号 を 生 成 し 、
　 　 　 　 　 前 記 放 電 信 号 が 起 動 信 号 で あ る 時 、 前 記 第 １ キ ャ パ シ タ お よ び 前 記 第 ２ キ ャ パ
シ タ は 放 電 し 、
　 　 　 　 　 前 記 放 電 信 号 が 停 止 信 号 で あ る 時 、 前 記 第 １ キ ャ パ シ タ お よ び 前 記 第 ２ キ ャ パ
シ タ を 共 に シ ョ ー ト さ せ る こ と を 特 徴 と す る 放 電 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 　 　 　 　 第 １ キ ャ パ シ タ を 備 え る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ と 、
　 　 　 　 　 前 記 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 前 記 第 １ キ ャ パ シ タ に 接 続 さ れ た 第 １ 放 電 回 路 と 、
　 　 　 　 　 第 ２ キ ャ パ シ タ に 接 続 さ れ た 第 ２ 放 電 回 路 と 、
　 　 　 　 　 前 記 第 １ キ ャ パ シ タ お よ び 前 記 第 ２ キ ャ パ シ タ に 接 続 さ れ た 切 換 装 置 と 、
前 記 放 電 回 路 を 起 動 あ る い は 停 止 さ せ る た め の 放 電 信 号 と を 含 み 、
　 　 　 　 　 前 記 放 電 信 号 が 前 記 放 電 回 路 を 起 動 さ せ る 時 、 前 記 第 １ 放 電 回 路 を 介 し て 前 記
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第 １ キ ャ パ シ タ が 放 電 す る よ う に 前 記 切 換 回 路 は オ ー プ ン し て 前 記 第 １ 放 電 回 路 を 起 動 さ
せ る と と も に 、 前 記 第 ２ 放 電 回 路 を 介 し て 前 記 第 ２ 放 電 キ ャ パ シ タ が 放 電 す る よ う に 前 記
第 ２ 放 電 回 路 を 起 動 さ せ 、
　 　 　 　 　 前 記 放 電 回 路 を 停 止 さ せ る 時 、 前 記 切 換 回 路 は ク ロ ー ズ し て 、 前 記 第 １ キ ャ パ
シ タ お よ び 前 記 第 ２ キ ャ パ シ タ が 一 緒 に シ ョ ー ト す る よ う に 、 前 記 第 １ 放 電 回 路 お よ び 前
記 第 ２ 放 電 回 路 を 停 止 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 放 電 回 路 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 　 　 　 　 前 記 第 １ キ ャ パ シ タ は 、 少 な く と も 前 記 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 寄 生 キ ャ パ シ タ あ
る い は 外 接 キ ャ パ シ タ の う ち の 一 つ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス
プ レ イ の 放 電 回 路 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 　 　 　 　 前 記 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 電 源 を 検 出 す る 電 源 検 出 装 置 を 含 み 、 前 記 電 源 が 変 化
す る 時 、 前 記 放 電 信 号 を 生 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の
放 電 回 路 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 　 　 　 　 前 記 切 換 回 路 は 、 能 動 ス イ ッ チ 素 子 あ る い は 受 動 ス イ ッ チ 素 子 の う ち の 一 つ を
含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 放 電 回 路 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 　 　 　 　 前 記 切 換 回 路 は 、 金 属 酸 化 半 導 体 （ Ｍ Ｏ Ｓ ） お よ び 二 極 式 接 合 ト ラ ン ジ ス タ ー
（ Ｂ Ｊ Ｔ ） の う ち の 一 つ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 放
電 回 路 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 　 　 　 　 前 記 第 １ 放 電 回 路 は 第 １ 切 換 回 路 お よ び 第 １ 抵 抗 を 含 み 、 前 記 第 ２ 放 電 回 路 は
第 ２ 切 換 回 路 お よ び 第 ２ 抵 抗 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ
の 放 電 回 路 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 　 　 　 　 前 記 第 １ 抵 抗 あ る い は 前 記 第 ２ 抵 抗 は 、 回 路 中 の 寄 生 の 抵 抗 あ る い は 実 際 に 形
成 さ れ た 抵 抗 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 放 電 回 路 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 　 　 　 　 前 記 第 １ 切 換 回 路 は 、 能 動 ス イ ッ チ 素 子 あ る い は 受 動 ス イ ッ チ 素 子 の う ち の 一
つ を 含 む と と も に 、 前 記 第 ２ 切 換 回 路 は 、 能 動 ス イ ッ チ 素 子 あ る い は 受 動 ス イ ッ チ 素 子 の
う ち の 一 つ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 放 電 回 路 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 　 　 　 　 前 記 第 １ 切 換 回 路 は 、 金 属 酸 化 半 導 体 （ Ｍ Ｏ Ｓ ） お よ び 二 極 式 接 合 ト ラ ン ジ ス
タ ー （ Ｂ Ｊ Ｔ ） の う ち の 一 つ を 含 む と と も に 、 前 記 第 ２ 切 換 回 路 は 、 金 属 酸 化 半 導 体 （ Ｍ
Ｏ Ｓ ） お よ び 二 極 式 接 合 ト ラ ン ジ ス タ ー （ Ｂ Ｊ Ｔ ） の う ち の 一 つ を 含 む こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ７ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 放 電 回 路 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 　 　 　 　 第 １ キ ャ パ シ タ お よ び 第 ２ キ ャ パ シ タ に 提 供 す る 放 電 信 号 を 生 成 し 、
　 　 　 　 　 前 記 放 電 信 号 が 起 動 信 号 で あ る 時 、 前 記 第 １ キ ャ パ シ タ お よ び 前 記 第 ２ キ ャ パ
シ タ は 放 電 し 、
　 　 　 　 　 前 記 放 電 信 号 が 停 止 信 号 で あ る 時 、 前 記 第 １ キ ャ パ シ タ お よ び 前 記 第 ２ キ ャ パ
シ タ は 一 緒 に シ ョ ー ト す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 放 電 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 　 　 　 　 前 記 第 １ キ ャ パ シ タ は 、 少 な く と も 前 記 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 寄 生 キ ャ パ シ タ あ
る い は 外 接 キ ャ パ シ タ の う ち の 一 つ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス
プ レ イ の 放 電 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 　 　 　 　 前 記 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 電 源 を 検 出 す る 電 源 検 出 装 置 を 含 み 、 前 記 電 源 が 変 化
す る 時 、 前 記 放 電 信 号 を 生 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の
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放 電 方 法 。
 
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 　 　 　 本 発 明 は 、 放 電 回 路 と そ の 方 法 に 関 し 、 特 に 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ （ Liquid Cry
stal Display、 Ｌ Ｃ Ｄ ） の 放 電 回 路 と そ の 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 　 　 　 　 近 年 、 例 え ば コ ン ピ ュ ー タ ー の モ ニ タ ー や テ レ ビ 等 の 電 子 設 備 に 用 い ら れ た 表
示 装 置 は 、 大 き く 発 展 し て い る 。 従 来 の 陰 極 線 管 （ Cathode Ray Tube、 Ｃ Ｒ Ｔ ） に 比 較 し
て 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ は 、 軽 量 、 薄 型 で あ り 、 面 積 を 大 き く も 小 さ く も す る こ と が で き 、
操 作 電 圧 が 低 く 、 省 電 力 で 、 放 射 線 が な い 等 の 利 点 を 有 し て い る た め 、 近 年 に お い て は 液
晶 デ ィ ス プ レ イ が 主 流 に な っ た 。 こ こ 数 年 流 行 し て い る ノ ー ト 型 パ ソ コ ン の モ ニ タ ー 、 携
帯 電 話 の モ ニ タ ー 、 Ｐ Ｄ Ａ （ Personal Digital Assistance） の モ ニ タ ー 等 の 携 帯 用 電 子
商 品 は 、 液 晶 モ ニ タ ー の み が 、 軽 量 、 薄 型 、 小 型 等 の 携 帯 用 要 件 を 満 た す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 　 　 　 　 従 来 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ は 、 電 源 が 突 然 停 止 し た 時 に 内 部 の 集 積 回 路 （ Integr
ated Circuit, Ｉ Ｃ ） が 動 作 し な い た め 、 Ｘ 方 向 の Ｃ Ｏ Ｍ 端 ス キ ャ ン ラ イ ン あ る い は Ｙ 方
向 の Ｓ Ｅ Ｇ 端 ス キ ャ ン ラ イ ン の あ る 一 本 の ス キ ャ ン ラ イ ン に 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の ス キ ャ ン
電 圧 を 保 持 さ せ て い る 。 し か し な が ら 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 電 圧 安 定 キ ャ パ シ タ は あ る 電
圧 を 維 持 す る た め 、 Ｃ Ｏ Ｍ 端 あ る い は Ｓ Ｅ Ｇ 端 の ス キ ャ ン ラ イ ン に 残 留 し た 電 圧 は 、 か な
り 長 時 間 に わ た っ て 維 持 さ れ る 。 基 本 的 に 、 こ の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 電 圧 は 、 漏 電 す る か
放 電 径 路 を 介 す る こ と に よ り 消 失 す る 。 一 般 的 に は 、 残 留 し た 電 圧 が 維 持 さ れ る 時 間 に お
い て 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ に は 既 に 十 分 な 自 乗 平 均 （ Root Mean Square、 Ｒ Ｍ Ｓ ） 電 圧 が 累
積 し て お り 、 ま た 、 目 で 見 え る 黒 い 線 が 発 生 す る 現 象 が 生 じ る 。 図 １ aお よ び 図 １ ｂ は 、
周 知 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 上 に お い て 残 留 電 圧 が 生 成 し た 黒 い 線 を 示 し た 概 略 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 　 　 　 　 図 ２ は 、 周 知 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 放 電 回 路 を 示 す 回 路 図 で あ る 。 Ｌ Ｃ Ｄ 駆 動
Ｉ Ｃ ２ ０ ３ は 、 ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ ー ２ ０ ６ お よ び 抵 抗 ２ ０ ８ を 含 む 。 ス イ ッ チ ト ラ ン
ジ ス タ ー ２ ０ ６ は 、 駆 動 ス イ ッ チ ２ ０ ４ を 通 過 し て 液 晶 デ ィ ス プ レ イ ２ ０ １ の 全 て の キ ャ
パ シ タ に 接 続 さ れ る 。 ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ ー ２ ０ ６ は さ ら に 、 外 接 キ ャ パ シ タ ２ １ ０ に
も 接 続 さ れ る 。 液 晶 デ ィ ス プ レ イ ２ ０ １ が こ の 外 接 キ ャ パ シ タ ２ １ ０ に 接 続 す る 目 的 は 、
ス キ ャ ン ラ イ ン Ｃ Ｏ Ｍ お よ び Ｓ Ｅ Ｇ 等 の ス キ ャ ン 電 圧 を 安 定 さ せ る こ と で あ り 、 通 常 、 外
接 キ ャ パ シ タ の 容 量 は 非 常 に 大 き く 、 基 本 的 に は 液 晶 デ ィ ス プ レ イ ２ ０ １ に お け る キ ャ パ
シ タ の １ ０ ０ ０ 倍 以 上 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 　 　 　 　 図 ２ に お い て 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ ２ ０ １ の 電 源 が 停 止 し た 時 、 ス イ ッ チ ト ラ ン
ジ ス タ ー ２ ０ ６ が オ ン す る と と も に 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ ２ ０ １ お よ び 外 接 キ ャ パ シ タ ２ １
０ が 抵 抗 ２ ０ ８ に 接 続 さ れ 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ ２ ０ １ の キ ャ パ シ タ お よ び 外 接 キ ャ パ シ タ
２ １ ０ の 電 荷 が 放 電 さ れ る こ と に よ り 、 上 記 し た 黒 い 線 が 発 生 す る 現 象 を 取 除 く こ と が で
き る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 　 　 　 　 し か し 、 上 述 の 如 き 従 来 技 術 で は 、 放 電 し た 電 流 は 、 基 本 的 に は あ ま り 大 き く
な る こ と が で き ず 、 制 限 さ れ る 必 要 が あ り 、 さ ら に 、 外 接 キ ャ パ シ タ の 容 量 が か な り 大 き
い た め 、 こ の 放 電 の 過 程 に 必 要 な 時 間 は 非 常 に 長 く 、 上 記 し た 黒 い 線 が 発 生 す る 現 象 を 速
く 取 除 く こ と が で き な い 。 し た が っ て 、 放 電 時 間 を 短 縮 し て 黒 い 線 を 速 く 取 除 く こ と の で
き る 装 置 お よ び 方 法 が 必 要 と さ れ る 。
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　 　 　 　 　 上 記 の 問 題 を 解 決 す る た め 、 従 来 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ に は 放 電 回 路 を 加 え る 必
要 が あ り 、 電 源 オ フ 時 に お い て 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の キ ャ パ シ タ の 電 荷 を 高 速 度 で 放 電 さ
せ る こ と が で き 、 従 っ て 、 上 記 し た 黒 い 線 が 発 生 す る 現 象 を 取 除 く こ と が で き る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 　 　 　 　 上 記 の 従 来 技 術 の 制 限 に 対 し 、 こ の 発 明 の 第 １ の 目 的 は 、 放 電 時 間 を 短 縮 し て
、 黒 い 線 の 発 生 を 取 除 く こ と が で き る 放 電 回 路 お よ び 放 電 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 　 　 　 　 こ の 発 明 の 第 ２ の 目 的 は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 放 電 時 間 を 短 縮 す る と と も に 、
黒 い 線 の 発 生 を 取 除 く こ と が で き る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 放 電 回 路 お よ び 方 法 を 提 供 す る こ
と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 　 　 　 　 し た が っ て 、 上 記 目 的 の 一 つ を 達 成 す る た め 、 こ の 発 明 は 、 第 １ キ ャ パ シ タ に
接 続 さ れ た 第 １ 放 電 回 路 と 、 第 ２ キ ャ パ シ タ に 接 続 さ れ た 第 ２ 放 電 回 路 と 、 前 記 第 １ キ ャ
パ シ タ お よ び 前 記 第 ２ キ ャ パ シ タ に 接 続 さ れ た 切 換 回 路 と 、 前 記 放 電 回 路 を 起 動 あ る い は
停 止 さ せ る 放 電 信 号 と を 含 み 、 前 記 放 電 信 号 が 前 記 放 電 回 路 を 起 動 さ せ る 時 、 前 記 第 １ 放
電 回 路 を 介 し て 前 記 第 １ キ ャ パ シ タ が 放 電 す る よ う に 前 記 切 換 回 路 を オ ー プ ン し て 前 記 第
１ 放 電 回 路 を 起 動 さ せ る と と も に 、 前 記 第 ２ 放 電 回 路 を 介 し て 前 記 第 ２ 放 電 キ ャ パ シ タ が
放 電 す る よ う に 前 記 第 ２ 放 電 回 路 を 起 動 さ せ る 。 ま た 、 前 記 放 電 回 路 を 停 止 さ せ る 時 、 前
記 切 換 回 路 は ク ロ ー ズ し て 、 前 記 第 １ キ ャ パ シ タ お よ び 前 記 第 ２ キ ャ パ シ タ が 一 緒 に シ ョ
ー ト す る よ う に 、 前 記 第 １ 放 電 回 路 お よ び 前 記 第 ２ 放 電 回 路 を 停 止 さ せ る 。 例 え ば 、 上 記
の 放 電 回 路 に お い て 、 前 記 第 １ 放 電 回 路 は 第 1切 換 回 路 お よ び 第 1抵 抗 を 含 み 、 前 記 第 ２ 放
電 回 路 は 第 ２ 切 換 回 路 お よ び 第 ２ 抵 抗 を 含 む の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 　 　 　 　 こ の 発 明 が 提 供 す る 放 電 方 法 は 、 第 １ キ ャ パ シ タ お よ び 第 ２ キ ャ パ シ タ に 提 供
す る 放 電 信 号 を 生 成 し 、 前 記 放 電 信 号 が 起 動 （ active） 信 号 で あ る 時 、 前 記 第 １ キ ャ パ シ
タ お よ び 前 記 第 ２ キ ャ パ シ タ は 放 電 し 、 前 記 放 電 信 号 が 停 止 （ inactive） 信 号 で あ る 時 、
前 記 第 １ キ ャ パ シ タ お よ び 前 記 第 ２ キ ャ パ シ タ は 共 に シ ョ ー ト す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 　 　 　 　 上 記 目 的 の 一 つ を 達 成 す る た め 、 こ の 発 明 が 提 供 す る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 放 電
回 路 は 、 第 １ キ ャ パ シ タ を 備 え る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ と 、 前 記 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 前 記 第 １
キ ャ パ シ タ に 接 続 さ れ た 第 １ 放 電 回 路 と 、 第 ２ キ ャ パ シ タ に 接 続 さ れ た 第 ２ 放 電 回 路 と 、
前 記 第 １ キ ャ パ シ タ お よ び 前 記 第 ２ キ ャ パ シ タ に 接 続 さ れ た 切 換 装 置 と 、 前 記 放 電 回 路 を
起 動 あ る い は 停 止 さ せ る た め の 放 電 信 号 と を 含 み 、 前 記 放 電 信 号 が 前 記 放 電 回 路 を 起 動 さ
せ る 時 、 前 記 第 １ 放 電 回 路 を 介 し て 前 記 第 １ キ ャ パ シ タ が 放 電 す る よ う に 前 記 切 換 回 路 は
オ ー プ ン し て 前 記 第 １ 放 電 回 路 を 起 動 さ せ る と と も に 、 前 記 第 ２ 放 電 回 路 を 介 し て 前 記 第
２ 放 電 キ ャ パ シ タ が 放 電 す る よ う に 前 記 第 ２ 放 電 回 路 を 起 動 さ せ る 。 ま た 、 前 記 放 電 回 路
を 停 止 さ せ る 時 、 前 記 切 換 回 路 は ク ロ ー ズ し て 、 前 記 第 １ キ ャ パ シ タ お よ び 前 記 第 ２ キ ャ
パ シ タ が 共 に シ ョ ー ト す る よ う に 、 前 記 第 １ 放 電 回 路 お よ び 前 記 第 ２ 放 電 回 路 を 停 止 さ せ
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 　 　 　 　 上 記 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 放 電 回 路 は 、 前 記 第 １ キ ャ パ シ タ が 少 な く と も 前 記 液
晶 デ ィ ス プ レ イ の 寄 生 キ ャ パ シ タ あ る い は 外 接 キ ャ パ シ タ の う ち の 一 つ を 含 む の が 好 ま し
い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 　 　 　 　 上 記 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 放 電 回 路 は 、 前 記 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 電 源 を 検 出 す る
電 源 検 出 装 置 を 含 み 、 前 記 電 源 が 変 化 す る 時 、 前 記 放 電 信 号 を 生 成 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 　 　 　 　 上 記 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 放 電 回 路 に お い て 、 前 記 第 １ 放 電 回 路 は 第 １ 切 換 回 路
お よ び 第 １ 抵 抗 を 含 み 、 前 記 第 ２ 放 電 回 路 は 第 ２ 切 換 回 路 お よ び 第 ２ 抵 抗 を 含 む の が 好 ま
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し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 　 　 　 　 上 記 目 的 の 一 つ を 達 成 す る た め 、 こ の 発 明 が 提 供 す る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 放 電
回 路 は 、 第 １ キ ャ パ シ タ を 備 え る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ お よ び 第 ２ キ ャ パ シ タ に 提 供 す る 放 電
信 号 を 生 成 し 、 前 記 放 電 信 号 が 起 動 信 号 で あ る 時 、 前 記 第 １ キ ャ パ シ タ お よ び 前 記 第 ２ キ
ャ パ シ タ は 放 電 し 、 前 記 放 電 信 号 が 停 止 信 号 で あ る 時 、 前 記 第 １ キ ャ パ シ タ お よ び 前 記 第
２ キ ャ パ シ タ は 共 に シ ョ ー ト す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 　 　 　 　 本 発 明 に よ れ ば 、 こ の 発 明 が 提 供 す る 放 電 回 路 と そ の 方 法 、 お よ び 液 晶 デ ィ ス
プ レ イ の 放 電 回 路 と そ の 方 法 は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 電 源 が 突 然 停 止 し た 時 、 放 電 回 路 を
提 供 し て 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の ス キ ャ ン ラ イ ン 、 あ る い は そ の 他 の 部 分 の キ ャ パ シ タ 、 す
な わ ち 第 １ キ ャ パ シ タ が 高 速 度 で 放 電 さ れ る た め 、 黒 い 線 が 発 生 し な い 。 上 記 の 第 ２ キ ャ
パ シ タ 、 す な わ ち 外 接 キ ャ パ シ タ の キ ャ パ シ タ の 容 量 は 大 き く 、 高 速 で は 放 電 す る こ と が
で き な い が 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 電 源 が 停 止 し た 後 、 外 接 キ ャ パ シ タ の 放 電 回 路 は 既 に 液
晶 デ ィ ス プ レ イ と 離 れ て い る た め 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ に 黒 い 線 を 発 生 さ せ る 影 響 は な い 。
以 上 を ま と め る と 、 こ の 発 明 が 提 供 す る 放 電 回 路 と そ の 方 法 、 お よ び 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の
放 電 回 路 と そ の 方 法 は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 電 源 が 突 然 停 止 し た 時 、 放 電 回 路 を 提 供 し て
、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 放 電 時 間 を 短 縮 す る と と も に 、 黒 い 線 の 発 生 を 取 除 く こ と が で き る
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 　 　 　 　 こ の 発 明 の 上 記 お よ び そ の 他 の 目 的 、 特 徴 お よ び 長 所 を 明 確 に 理 解 す る た め 、
以 下 、 こ の 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 、 添 付 図 面 に 示 さ れ た 幾 つ か の 好 適 な 実 施
例 に つ い て 、 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 　 　 　 　 図 ３ aは 、 こ の 発 明 に か か る よ り 好 適 な 実 施 例 に 基 づ き 、 放 電 回 路 を 示 す 回 路
図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 　 　 　 　 図 ３ aを 参 照 す る と 、 放 電 回 路 ３ ０ ２ が 、 第 １ キ ャ パ シ タ ３ １ ２ に 接 続 さ れ た
第 １ 放 電 回 路 ３ １ ０ と 、 第 ２ キ ャ パ シ タ ３ ２ ２ に 接 続 さ れ た 第 ２ 放 電 回 路 ３ ２ ０ と 、 第 １
キ ャ パ シ タ ３ １ ２ お よ び 第 ２ キ ャ パ シ タ ３ ２ ２ に 接 続 さ れ た 切 換 回 路 ３ ３ ０ と を 含 む 。 図
３ aに お い て 、 放 電 回 路 ３ ０ ２ は 、 起 動 さ れ た り 停 止 さ れ た り す る よ う に 構 成 さ れ る 。 切
換 回 路 ３ ３ ０ は 、 能 動 ス イ ッ チ 素 子 あ る い は 受 動 ス イ ッ チ 素 子 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 　 　 　 　 こ の 発 明 の 実 施 例 に お い て 、 図 ３ aの 放 電 回 路 ３ ０ ２ は 、 第 １ 放 電 回 路 ３ １ ０
が 第 １ 切 換 回 路 ３ １ ４ お よ び 第 １ 抵 抗 ３ １ ６ を 含 み 、 第 ２ 放 電 回 路 ３ ２ ０ が 第 ２ 切 換 回 路
３ ２ ４ お よ び 第 ２ 抵 抗 ３ ２ ６ を 含 む の が 好 ま し い 。 第 １ 切 換 回 路 ３ １ ４ は 、 能 動 ス イ ッ チ
素 子 あ る い は 受 動 ス イ ッ チ 素 子 を 含 む 。 第 ２ 切 換 回 路 ３ ２ ４ は 、 能 動 ス イ ッ チ 素 子 あ る い
は 受 動 ス イ ッ チ 素 子 を 含 む 。 さ ら に 、 切 換 回 路 ３ ３ ０ 、 第 １ 切 換 回 路 ３ １ ４ お よ び 第 ２ 切
換 回 路 ３ ２ ４ は 、 金 属 酸 化 半 導 体 （ Metal Oxide Semiconductor, Ｍ Ｏ Ｓ ） お よ び 二 極 式
接 合 ト ラ ン ジ ス タ ー （ Bipolar Junction Transistor, Ｂ Ｊ Ｔ ） 等 を 含 む の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 　 　 　 　 図 ３ ｂ は 、 こ の 発 明 に か か る も う 一 つ の 実 施 例 に 基 づ き 構 成 さ れ た 放 電 回 路 を
示 す 回 路 図 で あ る 。 図 ３ ｂ に お い て 、 図 ３ ａ と 異 な る の は 、 第 １ 放 電 回 路 ３ １ ０ の 第 1切
換 回 路 ３ １ ４ が 第 １ 抵 抗 ３ １ ６ と グ ラ ウ ン ド 端 と の 間 、 お よ び 第 ２ 放 電 回 路 ３ ２ ０ 中 に 設
置 さ れ 、 第 ２ 切 換 回 路 ３ ２ ４ は 第 ２ 抵 抗 ３ ２ ６ と グ ラ ウ ン ド 端 と の 間 に 設 置 さ れ て い る こ
と で あ る 。 図 ３ ｂ と 図 ３ ａ の 回 路 配 置 は 異 な っ て い る が 、 ど ち ら も こ の 発 明 の 目 的 を 達 成
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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　 　 　 　 　 そ の 他 、 こ の 発 明 に か か る 実 施 例 に お い て 、 図 ３ ｂ お よ び 図 ３ ａ に お け る 第 １
抵 抗 ３ １ ６ あ る い は 第 ２ 抵 抗 ３ ２ ６ は 、 例 え ば 、 回 路 中 の 寄 生 の 抵 抗 あ る い は 実 際 に 形 成
さ れ た 抵 抗 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 　 　 　 　 以 下 、 図 ４ ａ お よ び 図 ４ ｂ は 、 こ の 発 明 に 係 る よ り 好 適 な 実 施 例 に 基 づ き 、 図
３ ａ の 放 電 回 路 の 動 作 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 　 　 　 　 図 ４ ａ を 参 照 す る と 、 放 電 信 号 が 放 電 回 路 ３ ０ ２ を 起 動 す る 時 、 切 換 回 路 ３ ３
０ は オ ー プ ン に 切 換 わ り 、 第 １ 放 電 回 路 ３ １ ０ を 起 動 さ せ る 、 つ ま り 、 第 １ 放 電 回 路 ３ １
０ に お け る 第 １ 切 換 回 路 ３ １ ４ が ク ロ ー ズ す る 。 そ れ ゆ え に 、 第 １ 抵 抗 ３ １ ６ と 接 続 し て
、 第 １ 放 電 回 路 ３ １ ０ を 介 し て 第 １ キ ャ パ シ タ ３ １ ２ の 電 荷 を 放 電 さ せ る 。 そ し て 、 第 ２
放 電 回 路 ３ ２ ０ を 起 動 さ せ る 、 つ ま り 、 第 ２ 放 電 回 路 ３ ２ ０ に お け る 第 ２ 切 換 回 路 ３ ２ ４
が ク ロ ー ズ す る 。 そ れ ゆ え に 、 第 ２ 抵 抗 ３ ２ ６ と 接 続 し て 、 第 ２ 放 電 回 路 ３ ２ ０ を 介 し て
第 ２ キ ャ パ シ タ ３ ２ ２ の 電 荷 を 放 電 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 　 　 　 　 図 ４ ｂ を 参 照 す る と 、 放 電 信 号 が 放 電 回 路 ３ ０ ２ を 停 止 さ せ る 時 、 切 換 回 路 ３
３ ０ は ク ロ ー ズ に 切 換 わ り 、 前 記 第 １ キ ャ パ シ タ ３ １ ２ お よ び 前 記 第 ２ キ ャ パ シ タ ３ ２ ２
が 共 に シ ョ ー ト す る 。 そ し て 、 第 １ 放 電 回 路 ３ １ ０ お よ び 第 ２ 放 電 回 路 ３ ２ ０ を 停 止 さ せ
る 、 つ ま り 、 第 １ 放 電 回 路 ３ １ ０ の 第 １ 切 換 回 路 ３ １ ４ が オ ー プ ン す る と と も に 、 第 ２ 放
電 回 路 ３ ２ ０ の 第 ２ 切 換 回 路 ３ ２ ４ が オ ー プ ン す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 　 　 　 　 以 上 を ま と め る と 、 こ の 発 明 に 係 る よ り 好 適 な 実 施 例 に 基 づ き 、 こ の 発 明 が 提
供 す る 放 電 方 法 は 、 ま ず 、 第 1キ ャ パ シ タ ３ １ ２ お よ び 第 ２ キ ャ パ シ タ ３ ２ ２ に 提 供 す る
放 電 信 号 を 生 成 す る 。 前 記 放 電 信 号 が 起 動 信 号 で あ る 時 、 第 1キ ャ パ シ タ ３ １ ２ お よ び 第
２ キ ャ パ シ タ ３ ２ ２ が 放 電 す る 。 前 記 放 電 信 号 が 停 止 信 号 で あ る 時 、 第 1キ ャ パ シ タ ３ １
２ お よ び 第 ２ キ ャ パ シ タ ３ ２ ２ は 共 に シ ョ ー ト す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 　 　 　 　 以 下 、 図 ５ ａ お よ び 図 ５ ｂ は 、 こ の 発 明 に 係 る よ り 好 適 な 実 施 例 に 基 づ き 、 液
晶 デ ィ ス プ レ イ に お い て 運 用 す る 放 電 回 路 の 動 作 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 　 　 　 　 図 ５ ａ を 参 照 す る と 、 こ の 発 明 が 提 供 す る 放 電 回 路 ５ ０ ２ は 、 Ｌ Ｃ Ｄ 駆 動 Ｉ Ｃ
５ ０ ３ に お い て 適 用 さ れ る 。 放 電 回 路 ５ ０ ２ は 、 第 １ 放 電 回 路 ５ １ ０ 、 第 ２ 放 電 回 路 ５ ２
０ 、 お よ び 切 換 回 路 ５ ３ ０ を 含 む 。 第 １ 放 電 回 路 ５ １ ０ は 、 駆 動 ス イ ッ チ ５ ０ ４ を 通 過 し
て 液 晶 デ ィ ス プ レ イ ５ ０ １ お よ び 駆 動 ス イ ッ チ ５ ０ ４ に お け る 全 て の キ ャ パ シ タ に 接 続 さ
れ 、 図 ５ ａ に お い て 、 前 記 キ ャ パ シ タ の 総 和 を 第 １ キ ャ パ シ タ ５ １ ２ で 表 示 す る 。 第 ２ 放
電 回 路 ５ ２ ０ は 、 第 ２ キ ャ パ シ タ ５ ２ ２ に 接 続 さ れ る 。 液 晶 デ ィ ス プ レ イ ５ ０ １ が こ の 第
２ キ ャ パ シ タ ５ ２ ２ に 外 接 す る 目 的 は 、 ス キ ャ ン ラ イ ン Ｃ Ｏ Ｍ お よ び Ｓ Ｅ Ｇ 等 の ス キ ャ ン
電 圧 を 安 定 さ せ る こ と で あ る 。 そ れ ゆ え に 、 通 常 、 第 ２ キ ャ パ シ タ ５ ２ ２ の キ ャ パ シ タ の
容 量 は 非 常 に 大 き く 、 基 本 的 に は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ ５ ０ １ の キ ャ パ シ タ の １ ０ ０ 倍 以 上
で あ る 。 図 ５ ａ に お い て 、 放 電 回 路 ５ ０ ２ を 起 動 あ る い は 停 止 さ せ る 放 電 信 号 を 提 供 す る
。 切 換 回 路 ５ ３ ０ は 、 能 動 ス イ ッ チ 素 子 あ る い は 受 動 ス イ ッ チ 素 子 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 　 　 　 　 こ の 発 明 に 係 る 実 施 例 に お い て 、 図 ５ ａ の 放 電 回 路 ５ ０ ２ は 、 第 １ 放 電 回 路 ５
１ ０ が 第 １ 切 換 回 路 ５ １ ４ お よ び 第 １ 抵 抗 ５ １ ６ を 含 み 、 第 ２ 放 電 回 路 ５ ２ ０ が 第 ２ 切 換
回 路 ５ ２ ４ お よ び 第 ２ 抵 抗 ５ ２ ６ を 含 む の が 好 ま し い 。 第 １ 切 換 回 路 ５ １ ４ は 、 能 動 ス イ
ッ チ 素 子 あ る い は 受 動 ス イ ッ チ 素 子 を 含 む 。 第 ２ 切 換 回 路 ５ ２ ４ は 、 能 動 ス イ ッ チ 素 子 あ
る い は 受 動 ス イ ッ チ 素 子 を 含 む 。 さ ら に 、 切 換 回 路 ５ ３ ０ 、 第 １ 切 換 回 路 ５ １ ４ お よ び 第
２ 切 換 回 路 ５ ２ ４ は 、 金 属 酸 化 半 導 体 （ Ｍ Ｏ Ｓ ） お よ び 二 極 式 接 合 ト ラ ン ジ ス タ ー （ Ｂ Ｊ
Ｔ ） 等 を 含 む の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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　 　 　 　 　 図 ５ ｃ は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ に お い て 運 用 す る 放 電 回 路 の 動 作 を 示 す 概 略 図 で
あ る 。 図 ５ ｃ に お い て 、 図 ５ ａ と 異 な る の は 、 第 １ 放 電 回 路 ５ １ ０ で は 、 第 １ 切 換 回 路 ５
１ ４ は 第 １ 抵 抗 ５ １ ６ と グ ラ ウ ン ド 端 と の 間 、 お よ び 第 ２ 放 電 回 路 ５ ２ ０ 中 に 設 置 さ れ 、
第 ２ 切 換 回 路 ５ ２ ４ は 第 ２ 抵 抗 ５ ２ ６ と グ ラ ウ ン ド 端 と の 間 に 設 置 さ れ る こ と で あ る 。 図
５ ｃ お よ び 図 ５ ａ の 回 路 配 置 は 異 な る が 、 ど ち ら も こ の 発 明 の 結 果 に 達 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 　 　 　 　 そ の 他 、 こ の 発 明 に か か る 実 施 例 に お い て 、 図 ５ ａ お よ び 図 ５ ｃ に お け る 第 １
抵 抗 ５ １ ６ あ る い は 第 ２ 抵 抗 ５ ２ ６ は 、 回 路 に お け る 寄 生 の 抵 抗 あ る い は 実 際 に 形 成 さ れ
た 抵 抗 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 　 　 　 　 以 下 、 図 ５ ａ お よ び 図 ５ ｂ は 、 放 電 回 路 の 動 作 を 示 す 概 略 図 で あ る 。 図 ５ ｃ の
放 電 回 路 の 動 作 状 況 は 、 図 ５ ａ お よ び 図 ５ ｂ の 説 明 を 参 考 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 　 　 　 　 図 ５ ａ を 参 照 す る と 、 放 電 信 号 が 放 電 信 号 ５ ０ ２ を 起 動 す る 時 、 切 換 回 路 ５ ３
０ が オ ー プ ン に 切 換 わ り 、 第 １ 放 電 回 路 ５ １ ０ を 起 動 さ せ る 、 つ ま り 、 第 １ 放 電 回 路 ５ １
０ の 第 １ 切 換 回 路 ５ １ ４ は ク ロ ー ズ す る た め 、 第 １ 抵 抗 ５ １ ６ と 接 続 し て 、 第 １ 放 電 回 路
５ １ ０ を 介 し て 第 １ キ ャ パ シ タ ５ １ ２ の 電 荷 を 放 電 さ せ る 。 そ し て 、 第 ２ 放 電 回 路 ５ ２ ０
を 起 動 さ せ る 、 つ ま り 、 第 ２ 放 電 回 路 ５ ２ ０ の 第 ２ 切 換 回 路 ５ ２ ４ は ク ロ ー ズ す る た め 、
第 ２ 抵 抗 ５ ２ ６ と 接 続 し て 、 第 ２ 放 電 回 路 ５ ２ ０ を 介 し て 第 ２ キ ャ パ シ タ ５ ２ ２ の 電 荷 を
放 電 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 　 　 　 　 図 ５ ｂ を 参 照 す る と 、 放 電 信 号 が 放 電 回 路 ５ ０ ２ を 停 止 す る 時 、 切 換 回 路 ５ ３
０ は ク ロ ー ズ に 切 換 わ り 、 第 １ キ ャ パ シ タ ５ １ ２ お よ び 第 ２ キ ャ パ シ タ ５ ２ ２ を 共 に シ ョ
ー ト さ せ る 。 そ し て 、 第 １ 放 電 回 路 ５ １ ０ お よ び 第 ２ 放 電 回 路 ５ ２ ０ を 停 止 さ せ る 、 つ ま
り 、 第 １ 放 電 回 路 ５ １ ０ の 第 １ 切 換 回 路 ５ １ ４ が オ ー プ ン す る と と も に 、 第 ２ 放 電 回 路 ５
２ ０ の 第 ２ 切 換 回 路 ５ ２ ４ が オ ー プ ン す る 。 こ の 時 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ ５ ０ １ は 、 駆 動 ス
イ ッ チ ５ ０ ４ お よ び 切 換 回 路 ５ ３ ０ を 通 過 し て 、 第 ２ キ ャ パ シ タ ５ ２ ２ に 接 続 し 、 第 ２ キ
ャ パ シ タ ５ ２ ２ を 介 し て ス キ ャ ン ラ イ ン Ｃ Ｏ Ｍ お よ び Ｓ Ｅ Ｇ 等 の ス キ ャ ン 電 圧 を 安 定 さ せ
る 。 図 ５ ｂ は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ ５ ０ １ が 正 常 に 動 作 し て い る 状 態 を 図 示 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 　 　 　 　 こ の 発 明 に か か る 実 施 例 に お い て 、 上 記 液 晶 デ ィ ス プ レ イ ５ ０ １ の 放 電 回 路 ５
０ ２ は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ ５ ０ １ の 電 源 を 検 出 す る 電 源 検 索 装 置 ５ ４ ０ を 含 み 、 前 記 電 源
が 変 化 す る 、 あ る い は 中 断 さ れ る 時 、 放 電 信 号 を 生 成 し 、 図 ５ ａ に 示 す 動 作 を 行 う の が 好
ま し い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 　 　 　 　 さ ら に 、 上 記 液 晶 デ ィ ス プ レ イ ５ ０ １ の 放 電 回 路 ５ ０ ２ に お い て 、 第 １ キ ャ パ
シ タ ５ １ ２ は 少 な く と も 液 晶 デ ィ ス プ レ イ ５ ０ １ の 寄 生 キ ャ パ シ タ あ る い は 外 接 キ ャ パ シ
タ の う ち 一 つ を 含 む の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 　 　 　 　 以 上 を ま と め る と 、 こ の 発 明 に 係 る よ り 好 適 な 実 施 例 に 基 づ き 、 こ の 発 明 が 提
供 す る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 放 電 方 法 は 、 ま ず 、 第 １ キ ャ パ シ タ を 有 す る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ
お よ び 第 ２ キ ャ パ シ タ に 提 供 す る 放 電 信 号 を 生 成 す る 。 前 記 放 電 信 号 が 起 動 信 号 で あ る 時
、 前 記 第 １ キ ャ パ シ タ お よ び 前 記 第 ２ キ ャ パ シ タ が 放 電 す る 。 そ し て 、 前 記 放 電 信 号 が 停
止 信 号 で あ る 時 、 前 記 第 １ キ ャ パ シ タ お よ び 前 記 第 ２ キ ャ パ シ タ は 共 に シ ョ ー ト す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 　 　 　 　 以 上 を ま と め る と 、 こ の 発 明 が 提 供 す る 放 電 回 路 と そ の 方 法 、 お よ び 液 晶 デ ィ
ス プ レ イ の 放 電 回 路 と そ の 方 法 は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ ５ ０ １ の 電 源 が 突 然 停 止 し た 時 、 放
電 回 路 を 提 供 し て 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 放 電 時 間 を 短 縮 さ せ る と と も に 、 黒 い 線 の 発 生 を
取 除 く こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ９ 】
　       以 上 の ご と く 、 本 発 明 を 好 適 な 実 施 例 に よ り 開 示 し た が 、 こ れ ら 実 施 例 は 、 も と
よ り 、 本 発 明 を 限 定 す る た め の も の で は な く 、 当 業 者 で あ れ ば 容 易 に 理 解 で き る よ う に 、
本 発 明 の 技 術 思 想 の 範 囲 内 に お い て 、 適 当 な 変 更 な ら び に 修 正 が 当 然 な さ れ う る も の で あ
る か ら 、 本 発 明 の 範 囲 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 お よ び 、 そ れ と 均 等 な 範 囲 を 基 準 と し て 定 め な
け れ ば な ら な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ ａ 】 周 知 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ に お い て 残 留 電 圧 が 生 成 し た 黒 い 線 を 示 し た 概 略 図 。
【 図 １ ｂ 】 図 １ ａ と 同 様 に 、 周 知 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ に お い て 残 留 電 圧 が 生 成 し た 黒 い 線
を 示 し た 概 略 図 。
【 図 ２ 】 周 知 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 放 電 回 路 を 示 し た 回 路 図 。
【 図 ３ ａ 】 こ の 発 明 に 係 る よ り 好 適 な 実 施 例 に 基 づ き 、 放 電 回 路 を 示 し た 回 路 図 。
【 図 ３ ｂ 】 こ の 発 明 に 係 る も う 一 つ の 好 適 な 実 施 例 に 基 づ き 、 放 電 回 路 を 示 し た 回 路 図 。
【 図 ４ ａ 】 こ の 発 明 に 係 る よ り 好 適 な 実 施 例 に 基 づ き 、 放 電 回 路 を 示 し た 回 路 図 。
【 図 ４ ｂ 】 図 ４ ａ と 同 様 に 、 こ の 発 明 に 係 る よ り 好 適 な 実 施 例 に 基 づ き 、 放 電 回 路 を 示 し
た 回 路 図 。
【 図 ５ ａ 】 こ の 発 明 に 係 る よ り 好 適 な 実 施 例 に 基 づ き 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ に お い て 運 用 す
る 放 電 回 路 の 動 作 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ５ ｂ 】 図 ５ ａ と 同 様 に 、 こ の 発 明 に 係 る よ り 好 適 な 実 施 例 に 基 づ き 、 液 晶 デ ィ ス プ レ
イ に お い て 運 用 す る 放 電 回 路 の 動 作 を 示 す 概 略 図 。
【 図 ５ ｃ 】 こ の 発 明 に 係 る 実 施 例 に 基 づ き 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ に お い て 運 用 す る 放 電 回 路
の 動 作 を 示 す 概 略 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
２ ０ １ 、 ５ ０ １ 　 液 晶 デ ィ ス プ レ イ
２ ０ ３ 、 ５ ０ ３ 　 Ｌ Ｃ Ｄ 駆 動 Ｉ Ｃ
２ ０ ４ 、 ５ ０ ４ 　 駆 動 ス イ ッ チ
２ ０ ６ 　 ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ ー
２ ０ ８ 　 抵 抗
３ １ ６ 、 ５ １ ６ 　 第 １ 抵 抗
３ ２ ６ 、 ５ ２ ６ 　 第 ２ 抵 抗
２ １ ０ 　 キ ャ パ シ タ
３ １ ２ 、 ５ １ ２ 　 第 １ キ ャ パ シ タ
３ ２ ２ 、 ５ ２ ２ 　 第 ２ キ ャ パ シ タ
３ ０ ２ 、 ５ ０ ２ 　 放 電 回 路
３ １ ０ 、 ５ １ ０ 　 第 １ 放 電 回 路
３ ２ ０ 、 ５ ２ ０ 　 第 ２ 放 電 回 路
３ ３ ０ 、 ５ ３ ０ 　 切 換 回 路
３ １ ４ 、 ５ １ ４ 　 第 １ 切 換 回 路
３ ２ ４ 、 ５ ２ ４ 　 第 ２ 切 換 回 路
５ ４ ０ 　 電 源 検 索 装 置
Ｃ Ｏ Ｍ 、 Ｓ Ｅ Ｇ 　 ス キ ャ ン ラ イ ン
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【 図 １ ａ 】

【 図 １ ｂ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ ａ 】

【 図 ３ ｂ 】

【 図 ４ ａ 】

【 図 ４ ｂ 】

【 図 ５ ａ 】
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